
城端地域 会議録 
 

件名 まちづくり検討会議からの提言の実現に向けた今後に係る意見交換会（城端地域） 

日時 平成 31年 3月 25日（月） 場 所 城端庁舎 2階 202会議室 

出席者 検討会議委員：7名 、地域審議会委員：4名 、事務局：4名 

内容 ・今後の進め方（新しい検討組織のあり方）  ・合意形成の図り方 

概要 ①庁内検討部会での課題整理状況および２月開催の地域審議会での意見等について事務

局から説明 

＜質疑応答＞ 

●平成 31年度末 3月までに新しい総合計画が策定されることは間違いないか。 

→31年度中に議会の議決を経て施行する予定で間違いない。 

●公共施設再編計画についても見直される予定と聞いているが、その内容はどういうもの

か。「短期・中期・長期」などの分類や対象施設についても見直すのか。 

→公共施設再編計画については当初から 5年ごとに見直すこととされている。 

削減目標である 25万㎡のうち管理計画が定められているのは 19万㎡で 6万㎡の検討が

先送りされており、見直しとしては 25 万㎡として何を残すかの観点で必要な施設の数

や面積等について譲渡や解体などの方向性を含めて調整していきたい。 

●例えば図書館分館としての規模や機能について、再編計画で見直されることで提言の方

向性と異なることになり、提言の実現が先送りになったり、実現されない事になったり

するのではとの危惧がある。 

そういうことの無いよう早く見直しを行い、理論武装を整えるべき。 

●城端図書館の土蔵には先日魚津で文化財登録された資料よりも更に古い歴史的資料が

たくさんある。 

そのような歴史的に貴重な資料や文化財等の管理保全についてきちんと検討してほし

い。 

→文化財や歴史的資料の保存については、場所等の条件から湿度管理等の必要設備の整備

など、課題が多いが適切に対応できるよう検討していく。 

 

②今後の進め方・合意形成の図り方について意見交換 

●5～10人ほどのメンバーによるサークル活動など、比較的小規模なグループの活動場所

が求められている中で多用途に使えるオープンスペースを提案している。 

「地域内・市内・近隣自治体類似施設との機能分担・住み分け」とあるが、クラブ Joyで

も文化教室等が運営されており、対象者が重複する部分もあるが調整が必要ということ

か？ 

本来は公民館活動として行うべきものである。 

→提言で言えば複合交流施設内の図書館部分や子育て支援機能などについて検討が必要。

他施設との調整の上、適正な規模を想定しないと具体的な案（図面・コスト等）が提示

できない。 

●市としての図書館や高齢者福祉施設等の今後のあり方等が定まっていない状態では判

断のしようがないし決められない。 

→今後のあり方の方向性の検討には時間をあまりかけずに進めたい。 

●市全体のバランスを考慮してとなると足並論が足枷になり話が前に進まない。来年度に

統合庁舎へ移行するということで「間」が無い、速やかに取りかかってほしい。 

→住民主体となって地域の総意として取り組んでいくための合意形成を図る必要がある。 

どのようにして合意形成を得るかについての案を検討してもらいたい。 

●提言実現に向けて検討会議委員が引き続き課題・問題など具体的な施策・方策を協議検

討すればどうか。 



●実現に向けての詳細を引き続き検討するグループと地域の総意を取るグループを並立

進行すればどうか。 

●複数のワーキンググループ（例：にぎわい・図書館・福祉施設など）を設けて実際に担

い手として想定されるようなメンバーが集まり協議された内容を地域審議会のような

組織で取りまとめるのはどうか。 

●まちづくり検討会議は行政側から呼びかけたから委員が集まったもの ～ 住民主体の

自主的な組織だと機能しないのではないか。 

●地域審議会に諮ることで地域の合意形成を得るというのも一案。 

●合意形成を得ようにも、そもそもそういう議論がある事を知らない住民がほとんどであ

る事が問題。 

 これまでの経緯や検討会議の提言内容、今後の方向性やスケジュール、コスト試算（イ

ニシャル・ランニング・ライフサイクル）などの「抜本的な流れ＝順序立てて説明でき

る資料」を分かりやすくシンプルにまとめて情報公開すべき（広報や HP 等で公開して

も知られていない）。 

●パンフやチラシを効果的に配布して「見てもらう」仕組みの検討。 

回覧板や自治振興会や区長会を通して伝えるなど、より効果的な周知啓発の確立。 

●城端地域の直近開催の区長会は 4月 12日(金)、そこで周知できないか？ 

→資料を提出する方向で検討したい。 

 

 


